




























































































































































































































































































































































































する検討会(第6回) 平成25年6月27日配布資料 (国立教育政友研究所) 
10 まとめ
一斉授業と一方的な講義主体の授業とは、同じようにと
らえがちであるが、同じではなく、久保（2005）のいう一
斉授業の定義（図７）であれば、「主体的・対話的で深い
学び」の具体例（図８）の授業に実現は可能である。つま
り、「資質・能力」の育成は可能であると言える。また、一
斉授業は、けっして「協同的な学び」と対立するものでは
ない。一斉授業の技は，否定されるものではなく、むしろ
再評価されるべきだと考える。それが、40代から50代の教
師に自信を取り戻させ、今の教育の混沌とした状態を切り
拓く原動力になるのではないかと考える。
11 今後の展開
文献上の研究からは、一斉授業においても「主体的・対
話的で深い学び」の授業は実現可能であると判断できた。
しかし、実際の授業を通した検証が必要である。また、斎
藤喜博や遠井義雄、野口芳宏をはじめとする多くのすぐれ
た先達が築いてきた授業研究の成果を踏まえて「主体的・
対話的で深い学び」の授業とはどういう授業なのか、「資
質・能力」の育成にどうつながるのかを研究していく必要
がある。
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梶本　佳照
図６　諸外国の教育改革における資質・能力目標（例イギリス）
（答申より）
図８　主体的・対話的で深い学びの具体例（答申より）
図７　一斉授業の定義 （久保齋
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